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［基調判断］…………在庫調整が進展しており、持ち直しで推移している

２００９年９月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、半導体や自動車などの生産が改善し、前

月比４．８％上昇し７ヵ月連続で前月実績を上回りました。九州地区の生産は在庫調整が進展しており、

持ち直しで推移しています。

［業種別動向］…………電子部品・デバイス工業、輸送機械工業などで上昇

鉱工業生産指数の前月比４．８％上昇について業種別に寄与度を見ると、国内向けゲームや携帯電話、

家電用の部品生産で伸びている電子部品・デバイス工業が、北米向け自動車輸出が持ち直している輸

送機械工業などが大きく寄与しました。トータルでは全１７業種中１２業種でプラスとなりました。

九 州経済動向
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福岡県の最近の経済動向
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福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）福岡県

2008
9879 10 11 12 1 2 3 4 5 6

2009

（億円）� （％）�
10

▲10

0

400

500

600

700

800

前年比�

福岡県の大型小売店販売額

（出所）九州経済産業局

［福岡県の景気］……………厳しい状況のなか、持ち直しに転じつつある

福岡県の景気は、生産活動の増加が持続しており、持ち直しに転じつつあります。

生産活動は、多くの業種で前年同期比プラスとなり、総合指数は６ヵ月連続で前月比上昇しました。

また、公共投資も２ヵ月連続で前年を上回っています。一方、企業倒産は件数、負債総額ともに減少

しています。

消費の面では、大型小売店販売額は前年を下回っているものの、前年比のマイナス幅は縮小してい

ます。しかし、住宅投資では引き続き前年を大きく下回っています。

［生産活動］……………総合指数は６ヵ月連続で上昇

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は８４．７と、前月比４．１％上昇しま

した。

総合指数の上昇は６ヵ月連続となり、生産活動

は持ち直しの動きが継続しています。

主要業種はいずれも上昇しており、一般機械は

前月比１６．９％、輸送機械は同１５．２％、化学は同

１４．８％、鉄鋼は同２．１％の上昇となりました。

［大型小売店］……………百貨店は減少、スーパーは微増

百貨店では、９月の大型連休による来店客増加

が期待されたものの、主力の衣料品などが低迷し、

全体では前年比７．１％減となりました。

一方スーパーでは、新規出店による売上増加が

既存店の減収をカバーし、全体では前年比１．２％

増加しました。

トータルでは前年比２．６％減の４９４億円となり、

１４ヵ月連続の減少となっていますが、マイナス幅

は縮小しています。

福岡県経済動向
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福岡県

［住宅建設］……………貸家・分譲の減少が継続し１０ヵ月連続の前年割れ

９月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比

１７．７％減の７５８戸、貸家で同４８．３％減の１，０９３戸、

分譲で同８０．４％減の２０４戸となり、全体では同

４９．０％減の２，０７８戸となりました。

前年同月の着工件数と比較すると、貸家は１０ヵ

月連続減、分譲は７ヵ月連続減と減少傾向が続い

ています。全体でも、上半期（４～９月）の着工件

数は前年同期比４９．９％減の１３，３６２戸とほぼ半減し

ており、不動産市況の低迷を反映した結果となっ

ています。

［公共工事］……………件数、請負金額ともに増加

９月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比４２．２％増の１，２１３件、金額が同２５．３％

増の４７９億円と、追加経済対策の効果が表われ、

２ヵ月連続で件数、請負金額ともに前年を上回り

ました。

福岡県の道路・河川関連工事の発注が集中した

ことなどから、「県」などで大きく増加しました。

［企業倒産］……………倒産件数、負債総額ともに減少

１０月の福岡県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比３２．０％減の３４件となりまし

た。また、負債総額も同６３．３％減の３１億円に減少

し、単月では今年８月の１９億円に次いで低い額と

なりました。

経済動向

福岡県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

福岡県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

福岡県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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熊本県の最近の経済動向
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熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）熊本県
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（出所）九州経済産業局

［熊本県の景気］……………厳しい状況のなか、回復の動きが見られる

厳しい状況が続いていますが、生産活動などに回復の動きが見られます。

生産面では、輸送機械が上昇し、総合指数は前月比３ヵ月連続で上昇しました。また、公共工事の

増加が景気を下支えするなか、企業倒産の負債総額は低水準で推移しています。一方、所得環境は依

然厳しい状況が続いており、個人消費や住宅建設全体は低調な状態が続いています。

［生産活動］……………輸送機械の増産により、総合指数は３ヵ月連続
で上昇

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は８１．３と前月比１．２％上昇しまし

た。

一般機械や食料品・たばこ、電子部品・デバイ

ス等は低下したものの、自動車など輸送機械の増

産で、総合指数は３ヵ月連続で上昇しました。

［大型小売店］……………減少続くも減少幅は２ヵ月連続で改善

９月の県内大型小売店販売高は、前年比２．８％

減の１２４億円と前年実績を下回りました。消費者

の節約志向は依然として強いものの、減少幅は２

ヵ月連続で改善しています。

エコポイント効果で家庭用電気機械器具は増加

したものの、衣料品、飲食料品は減少し、全体で

も前年比減少しました。

熊本県経済動向
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熊本県経済動向

［住宅建設］……………貸家の低調などで前年比２６．０％減

９月の新設住宅着工戸数は、全体では前年比

２６．０％減の７５６戸と、３ヵ月連続で前年を下回り

ました。

熊本市内のマンション着工などで、分譲は前年

比６３．５％増の１０３戸となりましたが、持家は同

２．４％減の３７１戸、貸家は５１．４％減の２８０戸と低調

でした。

［公共工事］……………件数、請負金額ともに約３割の増加

９月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比３４．４％増の９３７件、金額が同２９．７％

増の３１１億円と、件数、請負金額ともに前年の約

３割増の規模になりました。

発注者別の請負金額をみると、「国」は国立療

養所整備などで前年比６９．１％増加したほか、「県」

では八代港整備など前倒し発注により同６０．９％増

加したために、前年実績を上回りました。

［企業倒産］……………件数は前年比２件増加するも、負債総額は低水準

１０月の熊本県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比１５．４％増の１５件、負債総額

が同４８．３％減の１０億３，０００万円となりました。

倒産件数は前年比２件増加しましたが、いずれ

も１０億円以下の小口の倒産に留まり、負債総額も

低水準です。

熊本県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

熊本県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

熊本県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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長崎県の最近の経済動向
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長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２０００年＝１００）

（出所）長崎県
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（出所）九州経済産業局

［長崎県の景気］…………厳しい状況が続いているが、持ち直しの動き
がみられる

生産面では、輸送機械や電子部品・デバイスは低下したものの、一般機械などの上昇により鉱工業

生産総合指数は５ヵ月連続で前月比プラスとなりました。大型小売店販売額は前年割れが続き、住宅

投資の動きは弱いものの、公共工事は県や市町の前倒し発注に加えて国からの発注増で増加していま

す。また企業倒産件数は低水準ながら、負債総額は５ヵ月ぶりに前年を上回りました。

［生産活動］……………一般機械などが寄与し、総合指数は５ヵ月連続
で上昇

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は前月比８．１％上昇し１２１．７となり

ました。

造船やシリコンウェハなどの減産で輸送機械や

電子部品・デバイスは低下したものの、タービン

やボイラの増産で一般機械が上昇し、総合指数は

５ヵ月連続で上昇しました。

［大型小売店］……………衣料品や高額商品の不振と、低価格化などで
売上減少

９月の県内大型小売店販売高は、依然減少が続

いており、前年比５．０％減の８５億円となりました。

消費者の節約意識は根強く、衣料品や高額商品

の不振、商品の低価格化などで売上は減少してい

ます。業態別では、百貨店は前年比５．０％減、スー

パーは同５．１％減となっています。

長崎県経済動向
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長崎県経済動向

［住宅建設］……………分譲住宅の減少などで前年比３０．２％減

９月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比３．０％

減の２２７戸、貸家では同３０．０％減の１２６戸、分譲で

同６２．０％減の７９戸となりました。雇用や所得環境

の回復がみられないなか、特に分譲住宅の着工は

前年比急減し、全体での実績も同３０．２％減の４３７

戸と、４ヵ月連続の減少となりました。

［公共工事］……………件数、請負金額とも前年比１．５倍超の増加

９月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比６３．４％増の６８８件、金額が同７３．１％

増の２６４億円と、件数、請負金額とも前年比１．５倍

超増加しました。

発注者別の請負金額をみると、「国」では真申

川橋、「県」では松浦高校新築、「市町」では奈留

小中学校改築など、経済対策等により各種工事が

前倒しで発注され、請負金額は増加しました。

［企業倒産］……………５ヵ月ぶりに負債総額は前年比増加

１０月の長崎県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比２６．７％減の１１件、負債総額

が同５．９％増の５０億８，６００万円となりました。

５月以降、緊急融資制度の効果等により、企業

倒産は沈静化していましたが、負債額１０億円超の

倒産が２件発生し、５ヵ月ぶりに負債総額は前年

比増加しました。

長崎県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

長崎県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

長崎県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ

26 FFG調査月報 2009年12月


